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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 173,595 0.5 5,067 ― 5,006 ― △1,930 ―

22年3月期第2四半期 172,733 △9.5 △2,615 ― △2,866 ― △6,038 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △8.00 ―

22年3月期第2四半期 △25.02 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 303,710 217,854 71.2 895.27
22年3月期 325,935 229,012 69.5 938.74

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  216,167百万円 22年3月期  226,666百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

平成23年３月期の期末配当金の予想値につきましては、当社の利益配分に関する基本方針に基づき安定配当部分を記載しております。平成23年３月期
の期末配当金につきましては連結業績を勘案したうえで、別途決議する予定です。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 12.00 ― 12.00 24.00

23年3月期 ― 12.00

23年3月期 
（予想）

― 12.00 24.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 400,000 5.7 11,000 483.9 10,500 450.4 1,800 ― 7.45
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(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表
に対するレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
平成22年８月５日に公表いたしました通期の連結業績予想を本資料において修正しております。本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記
述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ
ります。業績予想に関する事項は、四半期決算短信 ［添付資料］ Ｐ．３ 「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３） 連結業績予想に関する定性的情報」 
をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、 ［添付資料］ Ｐ．４ 「２．その他の情報」 をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 250,000,000株 22年3月期  250,000,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  8,544,786株 22年3月期  8,540,776株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 241,455,138株 22年3月期2Q 241,349,257株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における経済環境は、景気の回復基調も一部見受けられたものの、不安定な国際金融

情勢や雇用情勢、急激な円高などもあり、エンターテインメント業界においても、消費低迷の影響により不透明な

状態が続きました。 

このような環境のなか、当社グループは平成21年４月にスタートした３ヵ年の中期経営計画に基づき、中長期的

に目指す姿である「世界で存在感のあるエンターテインメント企業グループ」に向けて、グローバル経営基盤の整

備を推進しております。また、このグローバル経営基盤の整備をより確実に遂行するために、平成22年４月に「バ

ンダイナムコグループ・リスタートプラン」に着手し、スピードあるグループへの変革及び収益力向上と財務体質

の強化に取り組みました。 

事業面においては、トイホビー事業の国内定番キャラクター玩具やカード商材が好調に推移したことに加え、リ

スタートプランに基づき着手した様々な施策により、コンテンツ事業、アミューズメント施設事業を中心に一定の

成果をあげることができました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高173,595百万円（前年同期比0.5％増）、営業利益5,067

百万円（前年同期は2,615百万円の営業損失）、経常利益5,006百万円（前年同期は2,866百万円の経常損失）とな

りました。なお、特別損失として投資有価証券評価損、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額を計上した結

果、四半期純損失は1,930百万円（前年同期は6,038百万円の四半期純損失）となりました。 

  

〔セグメント別業績〕 

[トイホビー事業] 

トイホビー事業につきましては、国内において「仮面ライダー」シリーズや「ハートキャッチプリキュア！」

などの定番キャラクター玩具が好調に推移するとともに、新たにターゲットの拡大を目的に投入した乗り物玩具

「VooV（ブーブ）」が人気となりました。また、デジタルカードゲームのデータカードダス、オンラインゲーム

と連動して遊べるカードゲームの「プロ野球オーナーズリーグ」などが好調に推移し、業績に大きく貢献しまし

た。 

一方、海外においては、「BEN10（ベンテン）」のキャラクター玩具が堅調に推移しました。また、欧米にお

いて中長期的な成長へ向けた新しいカテゴリーやコンテンツの開拓に着手しましたが、当第２四半期連結累計期

間においてはその成果を得るには至りませんでした。 

この結果、トイホビー事業における売上高は72,224百万円、セグメント利益は7,072百万円となりました。 

  

[コンテンツ事業] 

コンテンツ事業につきましては、家庭用ゲームソフトは、海外を中心に新たなフランチャイズ化を目指して展

開した新規タイトルが計画を下回る結果となりました。しかしながら、国内においては、より迅速な顧客ニーズ

への対応などにより、ニンテンドーＤＳ向け「ワンピース ギガントバトル！」、プレイステーション３向け

「Another Century's Episode:R」などのキャラクターゲームが人気となりました。 

業務用ゲーム機については、前連結会計年度より展開を開始した「デッドストームパイレーツ」や人気キャラ

クターの景品を中心に堅調に推移しました。また、映像音楽コンテンツについては、好調な「ガンダムUC（ユニ

コーン）」のパッケージ販売に加え、タイトルの選択と集中により収益性が改善しましたが、モバイルコンテン

ツは、有料会員数の減少に伴い低調な推移となりました。 

なお、前連結会計年度に一部子会社に係るのれんを減損処理したため、当第２四半期連結累計期間において、

前年同期比でのれんの償却費が減少しており、さらに効率化施策の実施により固定費が減少しました。 

この結果、コンテンツ事業における売上高は71,452百万円、セグメント損失は2,600百万円となりました。 

  

[アミューズメント施設事業] 

アミューズメント施設事業につきましては、国内において、顧客セグメント別の営業戦略に取り組み、キャラ

クターの世界観を体感できる差異化された店舗を中心に堅調に推移し、既存店売上前年同期比は99％となりまし

た。また、各種効率化施策の成果により収益性が向上しました。 

海外においては、厳しい市場環境のなか、ヨーロッパ地域において低調な推移となったものの、アメリカ地域

においては前連結会計年度に実施した効率化施策の効果により収益性が改善しました。 

この結果、アミューズメント施設事業における売上高は31,604百万円、セグメント利益は1,520百万円となり

ました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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平成22年９月末時点における施設の状況 

  

[その他] 

その他の事業につきましては、グループの各戦略ビジネスユニットへ向けた物流事業、ビル管理事業などを行

っている会社から構成されており、当第２四半期連結累計期間は、これらのグループサポート関連業務における

効率的な運営に取り組みました。 

この結果、その他の事業における売上高は8,701百万円、セグメント利益は429百万円となりました。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べ22,225百万円減少し303,710百万円となりました。

これは主に譲渡性預金等での資金運用の増加により有価証券が14,887百万円増加した一方で、当該資金運用や法人

税及び配当金の支払い並びに借入金の返済等により現金及び預金が32,476百万円減少したことによるものです。 

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ11,067百万円減少し85,856百万円となりました。これは主に流動

負債のその他に含まれる前受金が4,073百万円、支払手形及び買掛金が2,230百万円、借入金の返済による短期借入

金及び固定負債のその他に含まれる長期借入金がそれぞれ1,184百万円、1,666百万円減少したことによるもので

す。 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ11,158百万円減少し217,854百万円となりました。これは主に

為替相場の変動を受けて為替換算調整勘定が5,597百万円減少したことや、配当金の支払いや四半期純損失の計上

により利益剰余金が4,842百万円減少したことによるものです。 

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の69.5％から71.2％となりました。 

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の経済情勢は、世界的な金融不安や個人消費の低迷等もあり、不透明な状況が続くと予測され、当社グルー

プを取り巻くエンターテインメント業界の事業環境もこの影響を受けることが想定されます。 

このような状況のなかで当社グループは、平成21年４月よりスタートしました３ヵ年の中期経営計画で掲げたグ

ローバル経営基盤の整備をより確実に遂行するために、「バンダイナムコグループ・リスタートプラン」に基づ

き、スピードあるグループへの変革、収益力向上と財務体質の強化に取り組んでまいります。 

トイホビー事業につきましては、国内では、男児向けの「仮面ライダーオーズ／OOO」、女児向けの「ハートキ

ャッチプリキュア！」などの定番キャラクターシリーズの商材や、30周年を迎えたガンダムプラモデルなどの展開

を強化してまいります。また、好調なデータカードダスに新型筐体を投入するとともに、国内におけるターゲット

の拡大を目指し「プロ野球オーナーズリーグ」や「VooV（ブーブ）」などの新規商材のさらなる強化に注力しま

す。海外では、定番キャラクターとして定着した「BEN10（ベンテン）」に加えて、新規カテゴリーや新規コンテ

ンツの拡大を目的に、「POP PIXIE（ポップ ピクシー）」などの女児向け玩具、「POCOYO（ポコヨ）」などの幼児

向け玩具を投入してまいります。 

コンテンツ事業につきましては、コンテンツを軸とした新たなバーチャル組織の下、よりスピーディな事業展開

を実施してまいります。具体的には、前連結会計年度に苦戦した国内のキャラクターゲームについて、内容をより

精査したうえでタイムリーに供給し、収益性向上をはかります。また、業務用機器販売では、人気シリーズの最新

作となる「機動戦士ガンダムエクストリームバーサス」を中心に展開を強化してまいります。さらに、映像とゲー

ムのハイブリッドパックの発売や、SNS (Social Networking Service)向けの展開など、新たな顧客ニーズにスピ

ーディに対応してまいります。 

アミューズメント施設事業につきましては、国内において当社グループならではのキャラクターの世界観を体感

できる差異化された店舗運営を推進するとともに、国内外において引き続き各種効率化施策を実施し、収益力の強

化をはかってまいります。 

以上により、当連結会計年度の通期の売上高、営業利益、経常利益の業績予想につきましては、平成22年８月５

日の第１四半期決算発表時に公表しました予想数値より変更ございません。なお、当期純利益につきましては、前

回予想と比較して海外販社を中心とした子会社の赤字幅拡大の一方、主として国内子会社の増益に伴い法人税等の

増加が見込まれることから、平成22年８月５日の第１四半期決算発表時に公表しました予想数値よりＰ．４に記載

のとおり修正いたします。 

  

直営店 レベニューシェア その他 合 計 

279店 852店 ３店 1,134店 
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通期の連結業績予想数値の修正 

（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

ア．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

イ．棚卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。 

ウ．固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

② 特有の会計処理 

税金費用の計算 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

これにより、売上総利益、営業利益及び経常利益は43百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は1,248百万円

減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は1,637百万円であります。 

② 企業結合に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基

準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月

26日）を適用しております。 

  

  
売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

当期純利益 

（損失：△） 

（百万円） 

１株当たり 

当期純利益 

（損失：△） 

前回予想（Ａ）  400,000  11,000  10,500  4,500 18円64銭 

今回予想（Ｂ）  400,000  11,000  10,500  1,800 7円45銭 

増減額（Ｂ－Ａ） － － －  △2,700 － 

増減率（％） － － －  △60.0 － 

ご参考：前年同期実績 

（平成21年４月１日～ 

平成22年３月31日） 
 378,547  1,883  1,907  △29,928 △123円98銭 

２．その他の情報
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３．連結財務諸表等 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 64,170 96,647

受取手形及び売掛金 47,486 52,726

有価証券 16,925 2,037

商品及び製品 14,271 12,817

仕掛品 29,556 23,805

原材料及び貯蔵品 4,454 4,334

その他 25,207 26,532

貸倒引当金 △1,092 △1,138

流動資産合計 200,979 217,762

固定資産   

有形固定資産 45,179 46,014

無形固定資産   

その他 10,329 12,501

無形固定資産合計 10,329 12,501

投資その他の資産   

その他 49,141 51,463

貸倒引当金 △1,920 △1,807

投資その他の資産合計 47,221 49,656

固定資産合計 102,730 108,172

資産合計 303,710 325,935

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 33,725 35,956

短期借入金 7,691 8,876

未払法人税等 6,335 8,239

引当金 1,886 3,204

その他 26,423 30,326

流動負債合計 76,062 86,604

固定負債   

引当金 2,742 2,565

その他 7,051 7,753

固定負債合計 9,793 10,319

負債合計 85,856 96,923
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 79,960 79,960

利益剰余金 158,611 163,454

自己株式 △9,455 △9,455

株主資本合計 239,115 243,958

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 56 19

繰延ヘッジ損益 △15 79

土地再評価差額金 △6,491 △6,491

為替換算調整勘定 △16,497 △10,900

評価・換算差額等合計 △22,948 △17,292

新株予約権 95 810

少数株主持分 1,591 1,535

純資産合計 217,854 229,012

負債純資産合計 303,710 325,935
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 172,733 173,595

売上原価 114,197 111,231

売上総利益 58,536 62,363

販売費及び一般管理費 61,151 57,296

営業利益又は営業損失（△） △2,615 5,067

営業外収益   

受取利息 242 91

受取配当金 143 158

負ののれん償却額 61 －

その他 256 271

営業外収益合計 704 521

営業外費用   

支払利息 158 85

持分法による投資損失 360 97

為替差損 356 334

その他 80 66

営業外費用合計 956 582

経常利益又は経常損失（△） △2,866 5,006

特別利益   

固定資産売却益 11 24

子会社清算益 49 －

事業譲渡益 － 405

貸倒引当金戻入額 17 119

退職給付引当金戻入額 12 －

事業整理損失引当金戻入額 － 30

新株予約権戻入益 6 715

その他 － 144

特別利益合計 97 1,439

特別損失   

固定資産売却損 8 1

減損損失 156 159

固定資産除却損 109 －

投資有価証券評価損 － 2,058

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,205

その他 204 553

特別損失合計 479 3,977

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△3,249 2,467

法人税等 2,678 4,255

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △1,787

少数株主利益 110 143

四半期純損失（△） △6,038 △1,930
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該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業の主な製品 

３．事業の種類別セグメント区分の変更 

平成21年４月１日に、ネットワーク関連市場においてさらなる成長をはかるために、当社の連結子会社

であるバンダイネットワークス㈱を消滅会社、当社の連結子会社である㈱バンダイナムコゲームスを存続

会社とする吸収合併を行いました。これに伴い、事業区分の見直しを行った結果、サービスの内容、コン

テンツ展開、多様化するメディアへの対応などの事業特性が類似していることから、第１四半期連結会計

期間より「ネットワーク事業」のセグメントを「ゲームコンテンツ事業」のセグメントに統合することと

いたしました。 

なお、新しい事業区分によった場合の前第２四半期連結累計期間の〔事業の種類別セグメント情報〕は

次のとおりであります。 

４．当第２四半期連結会計期間において、Distribution Partners S.A.S.及びその子会社18社が連結子会社

となったことに伴い、ゲームコンテンツ事業における資産の金額が19,601百万円増加しております。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  
トイホビ
ー事業 
（百万円） 

ゲームコ
ンテンツ
事業 
（百万円）

映像音楽
コンテン
ツ事業 
（百万円）

アミュー
ズメント
施設事業 
（百万円）

その他
事業 

（百万円）

計 
（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

売上高     

(1）外部顧客に対する

売上高 
 65,227 55,047 14,944 33,593 3,919  172,733 － 172,733

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 1,472 2,133 524 123 4,976  9,230  (9,230) －

計  66,700 57,181 15,469 33,717 8,895  181,963  (9,230) 172,733

営業利益（損失：△）  3,765 △6,769 362 1,056 19  △1,564  (1,050) △2,615

（1）トイホビー事業 ………………… 玩具、玩具菓子、自動販売機用商品、カード、模型、アパレ

ル、生活用品等 

（2）ゲームコンテンツ事業 ………… 家庭用ゲームソフト、業務用ゲーム機、モバイルコンテンツ、

アミューズメント機器向け景品等 

（3）映像音楽コンテンツ事業 ……… 映像作品、映像ソフト、オンデマンド映像配信、音楽ソフト等 

（4）アミューズメント施設事業 …… アミューズメント施設運営等 

（5）その他事業 ……………………… 製品の輸送・保管、リース、不動産管理、印刷、環境機器の販

売等 

  
トイホビ
ー事業 
（百万円）

ゲームコ
ンテンツ
事業 
（百万円）

映像音楽
コンテン
ツ事業 
（百万円）

アミュー
ズメント
施設事業 
（百万円）

その他
事業 
（百万円）

計 
（百万円） 

消去又は
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

売上高     

(1）外部顧客に対する

売上高 71,865 58,727 15,619 40,330 4,253  190,795 － 190,795

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 1,348 2,930 373 211 5,260  10,125  (10,125) －

計 73,213 61,657 15,993 40,542 9,514  200,920  (10,125) 190,795

営業利益 4,416 501 654 1,030 280  6,883  (1,307) 5,576
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〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

（1）国又は地域の区分の方法は、地理的近接度、経済活動の類似性、事業活動の相互関連性等によって

おります。 

（2）各区分に属する主な国又は地域 

当第２四半期連結会計期間において、NAMCO BANDAI Partners S.A.S.及びその子会社18社を新たに

連結したことに伴い、ヨーロッパの区分にはドイツ、アジアの区分にはオーストラリアが加わってお

ります。 

   

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）１．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高の合計額であります。 

２．国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

（1）国又は地域の区分の方法は、地理的近接度、経済活動の類似性、事業活動の相互関連性等によって

おります。 

（2）各区分に属する主な国又は地域 

当第２四半期連結会計期間において、NAMCO BANDAI Partners S.A.S.及びその子会社18社を新た

に連結したことに伴い、ヨーロッパの区分にはドイツが加わっております。 

  

  
日本 

（百万円） 
アメリカ
（百万円）

ヨーロッパ
（百万円）

アジア
（百万円）

計
（百万円） 

消去又は
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する

売上高 
 134,457 13,414 17,820 7,041  172,733 － 172,733

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 5,848 1,630 78 9,073  16,631  (16,631) －

計  140,305 15,044 17,899 16,115  189,364  (16,631) 172,733

営業利益（損失：△）  2,682 △3,808 △819 904  △1,040  (1,574) △2,615

① アメリカ………… アメリカ合衆国・カナダ等 

② ヨーロッパ……… フランス・イギリス・スペイン・ドイツ等 

③ アジア…………… 香港・タイ・韓国・中国・オーストラリア等 

  アメリカ ヨーロッパ アジア 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  14,667  18,001  8,797  41,467

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － －  172,733

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 8.5  10.4  5.1  24.0

① アメリカ………… アメリカ合衆国・カナダ・中南米諸国 

② ヨーロッパ……… フランス・イギリス・スペイン・ドイツ・中東・アフリカ諸国等 

③ アジア…………… 香港・シンガポール・タイ・韓国・オーストラリア・中国・台湾等 
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、事業ドメインごとに、トイホビー戦略ビジネスユニット、コンテンツ戦略ビジネスユニット、

アミューズメント施設戦略ビジネスユニットの３つの戦略ビジネスユニットと、それを主にサポートする役割を持

つ関連事業会社で構成されております。各戦略ビジネスユニットにおいては主幹会社となる会社を中心に国内外に

おける事業戦略の立案・推進を行っております。 

したがって、当社グループは、「トイホビー事業」、「コンテンツ事業」及び「アミューズメント施設事業」の

３つを報告セグメントとしております。 

「トイホビー事業」は、玩具、玩具菓子及び自動販売機用商品等の製造販売を行っております。「コンテンツ事

業」は、家庭用ゲームソフト、映像関連作品の制作販売等、業務用ゲーム機等の製造販売を行っております。「ア

ミューズメント施設事業」は、アミューズメント施設の運営等を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、グループの各戦略ビジネス

ユニットへ向けた物流事業、ビル管理事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△1,354百万円には、セグメント間取引消去110百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△1,465百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い管理部門に係る費用であります。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第２四半期連結会計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び重

要な負ののれん発生益の認識はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  （単位：百万円）

  

報告セグメント

その他

（注１） 
合計 

調整額 
（注２） 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注３） 

トイホビー

事業 
コンテンツ

事業 

アミューズ

メント施設

事業 
計

売上高                 

外部顧客への売上高  70,602  68,257  31,581  170,441  3,153  173,595 －  173,595

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 1,621  3,194  22  4,839  5,547  10,386  △10,386 － 

計  72,224  71,452  31,604  175,280  8,701  183,982  △10,386  173,595

セグメント利益又は 

損失（△） 
 7,072  △2,600  1,520  5,991  429  6,421  △1,354  5,067

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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